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寄居町合併70周年記念誌 ❹The 70th Anniversary Magazine❺

合併70年のあゆみ

昭和平成
　昭和30年（1955年）１町４カ村 が合併し、人口は約２万７千人となり、
現在の寄居町が誕生しました。昭和30年代、日本全体が高度経済成長の時代
に入り、国民生活は大きく変化しました。寄居町でも大きな変動の中で、水
道・道路・学校などの生活基盤の整備が行われました。昭和50年代に入ると
関越自動車道（東松山～前橋）や玉淀大橋が開通するなど、ライフラインの
整備がさらに進み、交通の要衝として着実に発展を遂げ、昭和57年に人口は
３万人を超えました。

　バブル経済の崩壊やリーマンショックなど、経済の長期低迷といわれる
平成の時代。現在の役場庁舎や保健福祉総合センター（ユウネス）、鉢形城
歴史館等の町の施設が完成。町の人口は３万８千人を越えた平成12年ごろを
ピークに、現在では約３万２千人と約６千人減少しています。
　産業面では平成18年には彩の国資源循環工場がグランドオープン、平成
25年にはホンダ寄居工場が本格稼働するなど、大きく発展しました。

第 1回合併記念駅伝競走よりい夏まつり

昭和40年代　みかん狩り

建設中の新正喜橋

昭和58年　寄居橋上駅舎完成

昭和60年ごろの寄居町

Honda完成車工場 昭和56年　中央公民館完成

昭和40年代　寄居駅南口

昭和61年　新寄居橋開通昭和60年　風布川・日本水が
全国名水百選に認定

写真：堀口寿雄鉢形城跡
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